
集団遺伝分野

庄武孝義 ･川本 芳

<研究概要>

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本 芳･庄武孝義

ミトセ ンドリア DNAの地理的変異の調査を継続している｡各地のニホンザルについて D

ループ領域の塩基配列の比較を串こなっている｡今年度から共同利用研究により､滋賀県の野生

群を対象にした調査も開始した｡また､糞および骨DNAの分析により絶滅地域､低密度地域の

調査もおこなっている｡

サルが自然分布しない沖縄県首里城で出土した舌骨についてミ､トコンドリア DNAの塩基

配列比較で種判別をおこなったところ､ヤクシ'7ザルであることが判明した.種判別の方法､分

子考古学の展望を含めて結果を印刷公表した｡

B)Macaca属サルの系統関係

perwitasari-FarajallahDyahI)･川本 芳･庄武孝義

インドネシアのスンダ島映地域のカニクイザルにみられる遺伝分化を調査するため､ミトコ

ンドリアDNAのDループ領域塩基配列の比較を進めた｡また､フィリピン諸島のカニクイザ

ルにみられる蛋白質とミトユンドリアDNAの地域変異に関する調査結果について､名古屋市で

開催された第16回日永霊長類学会大会で口頭発表した｡また､文部省在外研究員派遣事業 (創

造開発研究)でブータンへ赴き､野生霊長類の生息実態調査をおこなった｡ブータンの山岳地帯

にアッサムモンキーが広く分布することを発見し､糞便に付着する細胞を採取して遺伝子分析を

おこなった｡

C)ヒヒ類の種分化に関する集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･山根明弘 2)

文部科学省科学研究費によりサウジアラビアでマントヒヒの捕獲調査を行った｡その後エリ

トリアに渡り今後の共同研究の打診と予備調査を行った｡

サウジアラビアに生息するマントヒヒの社会構造を遺伝的側面から検証する為に現地調査

および遺伝子解析を行っている.ユニット内の子供の父性をtetra-repeatmicrosatelliteDNA

を用いて分析した結果､16頭のうちの14頭はユニットのαオスの子供ではないことが､現時点

までに明らかになっている｡このことは､父系制の社会システムの進化を解明する新たな糸口と

なるであろう｡この研究成果を､大阪市で開催された日本晴乳類学会､熊本市で開催された第

48回日本生態学会にて口頭発表し､現在投稿論文を執筆中である｡

D)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

郷 康広 1)･平井啓久 3) ･平井百合子 4) ･川本 芳･小山直樹 5)

アフリカ地域研究資料センターとの共同研究で､マダガスカル国に生息すtる原猿類に関する

調査を継続している｡今年度は南部のべレンティ保護区に生息するワオキツネザル､ブラウンキ

ツネザルの群れに関する遺伝子分析を進めた｡､また､同保護区で交雑するブラウンキツネザルの

2亜種の染色体分析結果を名古屋市で開催された第16回日本霊長類学会大会で口頭発表した｡

さらに､アイアイの染色体変異に関する分析結果を論文として公表した｡
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E)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義･川本 芳

在来家畜の集団間近伝分化､系統的相互関係の解明をおこなっている｡今年度は､アジア在

来馬にみられるミトコンドリアDNAの迫伝分化について調査をおこない､Dループ領域の塩基

配列の比較をもとに､馬種の変異性､迫伝分化の特性を評価した｡この結果を､仙台市で開催さ

れた節98回日本畜産学会大会で口Wl発表した｡また､台湾の猫の毛色変異の観察結果､中国在

来山羊品種の分析結果を整理し､報告杏として公衆した｡さらに､インドシナ半島における赤色

野効の形態特性､分布特性に関する論文を公衣した｡

F)サバン̀ナモンキーを中心としたアフリカ産霊長類の進化迫伝学的研究

嶋田ー誠 6) ･庄武孝義

サバンナモンキーの地域集団及び亜種間分化を中心に近縁種を加えて､ミトコンドリア

DNA配列をもとに､集団の遺伝的構成および系統分岐について研究をおこなっている｡今年度

は試料数を増やした上で､おもに配列データの解析を行った｡結果は論文として投稿中である｡
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-和文-

1)毛利俊雄 ･吾委任 ･石上盛敏 ･川本芳 (2000)ミトコンドリアD山A変界を用いた枕判別 :

沖縄県首里城出土マカク古骨と現生種の比較.霊長姉研究 16:87-94.
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報告 ･その他

一英文-

1)Shimada,MK.(2000)ASurveyofNimbaMountain,WestAfricafrom,threeroutes:confimlednew
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告書 (課題番号･.lqO41174),pp.90-94･研究代表者･･岩本俊孝･

-和文-/

1)野揮謙 ･常洪 ･刺小林 ･耽社民 ･任占尤軍 ･秦国床 ･李相通 ･卦金梅 ･別志玲 ･宋九州 ･買

青 ･陳国広 ･川本芳 ･伊藤慎一 ･黒浮弥悦 (200_I)中国在来山羊諸品種の遺伝学的比較研究･

在来家畜研究会報告 19:25-64.

2)野揮謙 ･川本芳 ･前田芳賓 (2001)台湾ネコの形態学的遺伝変異.在来家畜研究会報告

19:99-103.

3)嶋田誠 (2000)大型類人猿生息地の人為的撹乱における集団遺伝学的 ･生態学的研究.日産

科学振興財団研究報告書23:137-140.

学会発表

一和文-

1)郷康広 ･平井啓久 ･川本芳 t･相見浦 ･小山直樹 (2000)マダガスカル国ベレンティ保護区に

おけるチャイロキツネザル2亜種混成群の細胞遺伝学的研窄(予報).第 16回日本霊長類学
会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):243.
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第 1占回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):244.

3)川本芳 (2001)ニホンザルはどこから来たか.今西錦司生誕百年記念シンポジウム:21世紀

o?フィールドワークに向けて (2001年2月,京都).

4)川本芳 ･野揮謙 ･河過弘太郎 ･前田芳賛 (2001)在来馬にみられるミトコンドリア迫伝子変

異の特性.日本畜産学会第98回大会 (2001年3月,仙台).講演要旨集 p.100.

5)森光由樹 ･泉山茂之 ･赤座久明 ･今木洋大 ･川本芳 (2000)中部山岳地方のニホンザル地域

個体群の保護管理を目的とした遺伝的モニタリング法の検討.第 16回日本霊長類学会大会

(2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):288.

6)毛利俊雄 ･吾妻健 ･石上盛敏 ･川本芳 (2000)ミトコンドリアDNAを用いた種判別一沖縄

県首里城出土マカク古骨の事例-.第 3回公開シンポジウム｢分子からの霊長類学へのアプ

ローチ｣(2000年7月､犬山).coE拠点形成プロジェクト･ニューズレター 3:3-4.

7)嶋田誠 ･早川祥子 ･杉山幸丸 (2000)ニンバ山のチンパンジー集団に観られるマイクロサテ

ライトDNAの対立遺伝子:予報.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長

類研究 16(3):289.

8)嶋田誠 (2000)savannチmonkey(CenopL'thecusaefht'ops)の亜種内および亜種間におけるミト
コンドリアDNA分化.日本進化学会第2回大会 (2000年 10月,東京).要旨集 p.48.
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9)嶋田誠 ･早川祥子 ･杉山串丸 (2000)西アフリカ､ポッソウおよびニンバの野生チンパンジ

ー群における生態学的 ･熊田迫伝学的研究 (予報).節3回サガ･シンポジウム ｢大型類人
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(2000年4月.京都).講演要旨集 p.10
ll)山根明弘 ･庄武孝苑 ･岩本俊孝 ･森明雄 ･Boug,A.(2000)サウジアラビアのマントヒヒに

おけるユニット内･ユニット間の血縁構造.日本岬乳頬学会 (2000年9月,大阪).誹杭要旨

炎 p.58.

12)山根明弘 (2000)サルでもできるマイクロサテライト多型解析.日本晴乳郊学会自由集会
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p.179.

系統発生分野

茂原信生 ･相見 満 ･高井正成 ･本郷一美

<研究概要>

A)東アジアの化石霊長類の進化に関する研究

茂原侶生 ･高井正成

ミャンマーの中期始新世の地層から産出する英独類の化石を収集･検討し､六校規の起源と

アジアにおける進化に関しての研究をおこなっている｡2000年度はミャンマー迎邦中央部のボ

ンダウン地域に広がる中期始新世末期 (約3700万年前)の地層で発掘調査をおこない､アンフ

イピテクスAmphLbL'thecusの上顎骨と新種と思われる下顎遊維大臼歯などを発見した.これら

は最古の其猿類化石につながる貴重な発見であり､真猿類 (高等霊長類)の束アジア起源の可能

性を示唆している｡

B)インドネシアの霊長類の研究

相見 浦

インドネシアの現生および化石霊長類の系統 ･進化･分類について､詳細な研究を行ってい

る｡

C)南アメリカにおける第三紀の化石霊長類の研究

高井正成 ･茂原侶生

(1)ボリビア国のサジヤ地域において後期漸新世 (約2500万年前)の地層で発掘調査をお

こな'っている.BmnL'sellaは現在知られている侵古の広舟独類化石であり､その形態は原始的

な広見猿郡の状態を保っている｡この形態を他の化石･現生広見猿規と比較することに一より､広

見独規の起源に関する問週について検討している.

(2)コロンビア国のラベンタ地域において､中和中断Ltt･(約 1500万年前)の地層の発掘調

査を継続している｡同地域から見つかる校数の化石種と現生種との関連性をもとに､現在の広鼻

独柳の形態的な多様性について系統分規学的研究をおこなっている｡

-33-


